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バ
ウ
ル
・
ア
ル
シ
ト
日
本
に
於
け
る
恒
努
賃

山
一
一
か
い
日
本
に
於
け
る
低
努
賃

青

秀

日I

夫

以
下
紹
介
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
シ
・
マ
イ
ン
大
串
白

教
授
パ
ウ
ル
・
ア
ル
シ
ト
(
司
E
H
〉
ヨ
昔
)
白
論
文
ヨ
巴
司
〉
ベ
ヴ
-2Z

官
庁
国

E
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mw-vRt.-J〈
巴

7
2
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剖
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凶
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(

岡

山

山

MAY

ロ
旦
で
ち
る
。
比
四
研
究
に
於
て
敬
授
は
日
本
白
檀
済
韓
制
を
封
建
的

U
重
商
主
義
的

2
2
L
P
H
I
-
E
r
g
E拐
の
ご
と
し
て
特
徴
づ
け
、
と
の
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
侭
捗
貨
を
説
明
せ
ん
と
す
る
。
か
恥
る
見
解
は
、

一
方
に
於
て
は
、
一
九
百
一
四
年
我
闘
を
訪
れ
た
凶
陣
努
働
問
的
フ
エ
ル

ナ
ン
・
モ
I

レ
ツ
ト
の
報
告

]
F
H
E
E
冨
E
E
F
〉
ω
官

E
5
2
E
M

骨
牢
色
。
宅
自
E
Z
E
g
E
Z
自

Y
Y目
(
国
ロ

B
E
E
n
ヨ
E
O
E
]

門
凶
ロ
町
宮
、
色
、
開
E
L
O
E
L
E
C
E
Z
F
聞
か
吋
席
目
w
2
0

脳

同

)

口

EAZS

畠
冠
・
に
よ
っ
て
代
表
さ
る
る
却
き
見
解
、
白
ち
、
日
本
に
品
川
け
る
担

抽
間
的
選
歩
・
生
産
力
の
獲
展
は
同
時
に
捗
働
者
白
祇
曾
的
地
位
の
向
上

と
そ
白
勢
賃
水
準
の
上
昇
と
を
、
早
か
れ
地
点
目
札
、
必
品
開
的
に
も
た
り

ず
も
の
な
担
、
と
す
あ
見
解
の
批
判
在
意
味
す
る
と
と
も
に
、
他
万
に
於

て
過
剰
人
口
を
以
で
低
肱
百
貨
を
説
明
せ
ん
と
す
る
且
解
が
批
判
E
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
此
等
の
批
刊
的
主
蛋
は
割
愛
し
て
、

そ
白
積
植
的
主
藍
を
紹
介
す
る
。

第
五
十
巻

第

腕

ノ、

三
九
四

一
、
封
建
的
H
重
商
主
義
的
秩
序
と
し
て
申
日
本
経
済
の
特

徴
づ
け
。
現
代
日
本
白
粧
消
秩
序
(
君
主
聞
の
『
息
苦
孔

E
ロ
也

本
的
特
徴
は
如
何
な
る
も
白
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
勿
論
阪
は
め

て
復
維
に
し
て
目
僚
は
め
て
特
異
で
あ
る
が
、
然
し
ど
の
程
度

ま
で
他
と
相
違
す
る
か
を
歴
史
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

る
。
現
代
の
経
済
秩
序
は
略
七
十
年
前
封
建
制
度
よ
り
生
れ
た

が
、
日
本
の
封
建
的
経
済
秩
序
は
仮
本
に
於
て
欧
協
巴
中
世
の

そ
れ
に
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
何
れ
に
あ
っ
て
も
経
済
を

秩
序
づ
け
た
も
の
は
支
配
的
世
襲
階
級
の
利
証
で
あ
っ
た
と
考

ν
『
{
タ
シ
ド

へ
得
る
。
岡
氏
は
、
凡
て
厳
重
に
つ
身
分
」
に
配
置
さ
れ
て
ゐ

た
。
然
し
と
の
こ
と
は
草
に
政
治
的
意
義
を
有
す
る
の
み
で
た

く
、
そ
白
経
済
的
意
義
も
ま
た
大
宮
い
。
原
則
的
に

F
級
身
分

(
農
民
・
手
工
業
者
・
商
人
)
は
、
金
岡
氏
の
利
害
の
政
治
的
代
表
者

た
る
上
級
身
分
(
貴
族
)
の
た
め
に
昇
傾
せ
ね
ば
左
ら
な
か
っ

た
。
日
本
で
は
、
農
民
が
切
詰
め
た
生
活
の
後
に
時
四
す
刑
判
徐
は

ラ
イ
ス
レ
シ
テ

「
年
貢
米
」
の
形
態
に
於
て
貴
族
に
支
梯
は
れ
、
千
工
業
者
及
び

商
人
も
亦
同
様
に
貢
納
白
義
務
を
有
し
た
。
然
し
乍
ら
商
人
及

ぴ
手
工
業
者
は
容
易
に
統
制
し
得
十
、
而
し
て
彼
等
が
都
市
に

cJ 

法

なほ教授は、東洋肝究家と Lて、 P.Arndt， D. Schen und Ch.-F. Lo， Der 
Arheitslohn in China， Leipzig 1937 の共著者の一人である。
Arndt は此の見解の例~ Lて J.E. Orchard，りnent乱1cornpetition in world 
tracle， Foreign Affairs， New Y()rk， (1936/37). p. 718 を事げてゐる。
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集
中
し
て
勢
力
を
加
へ
る
と
と
も
に
、
到
る
慮
に
於
て
、
酷
矧

た
る
封
建
的
抑
座
主
弛
緩
せ
し
め
こ
れ
よ
り
自
ら
を
脱
却
せ
し

め
る
に
到
っ
た
。
か
か
る
抑
腿
の
弛
緩
が
、
欧
露
巴
に
於
て
は

内
部
か
ら
封
建
制
度
を
な
し
崩
し
に
崩
し
て
行
き
途
に
一
八

O

。
年
頃
白
崩
壊
に
導
く
に
興
っ
て
力
あ
っ
た
と
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
主
た
日
本
の
封
建
制
度
も
ま
た
崩
壊
し
、
新
し

い
秩
序
に
取
っ
て
容
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
日
本
人
は
、
明
治

維
新
に
於
て
封
建
的
支
配
は
撤
廃
さ
れ
、
君
主
制
が
そ
の
代
り

κ復
興
さ
れ
た
と
設
〈
。
更
に
、
封
建
的
た
る
身
分
の
差
別
が

克
服
さ
れ
た
と
云
ム
。
成
程
そ
れ
は
隈
史
的
事
賓
と
し
て
疑
ひ

在
い
が
、
然

L
先
づ
そ
れ
は
政
治
的
事
責
甘
一
あ
り
、
そ
の
経
済

的
意
義
に
つ
い
て
は
吟
味
を
要
す
る
。
か
か
る
政
治
的
餐
革
が

同
時
に
経
済
的
援
草
を
も
た
ら
し
、
日
本
に
資
本
主
義
的
経
済

秩
序
を
奥
へ
た
と
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

か
く
考
へ
る
こ
と
は
根
本
的
に
謬
っ
て
ゐ
る
。
日
本
に
於
け

る
経
過
は
欧
一
時
巴
の
そ
れ
に
上
〈
似
て
ゐ
る
が
、
然
し
そ
の
瀬

似
は
表
面
だ
け
に
過
ぎ
た
い
。
日
本
経
済
の
「
近
代
化
L

が
行

パ
ウ
ル
・
ア
ル
ン
ト
日
本
に
於
け
る
低
勢
賃

は
れ
た
の
は
技
術
の
領
域
だ
け
で
あ
う
て
、
最
も
軍
大
た
も
の

日
本
の
倫
理
の
根
本
原
理
に
は
及
ん
で
ゐ
な
い
。
此
の
帥
型
車
に

営
っ
て
本
質
的
友
も
の
は
何
一
つ
援
ら
な
か
っ
た
。
此
の
崎
換

明
に
営
っ
て
閲
民
に
と
っ
て
珍
ら
し
く
思
は
れ
た
の
は
、
武
と

が
大
小
を
投
出
し
て
商
人
に
縫
っ
た
と
い
ふ
己
と
で
あ
っ
た
が

是
々
は
此
の
現
象
を
も
っ
と
立
入
っ
て
考
察
し
よ
う
。

先
づ
政
治
の
範
囲
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
欧
露
巴
対
建
制
度
の

終
尼
崎
は
、
貴
族
(
地
主
を
含
め
て
)
の
支
配
が
閣
民
白
支
配
に
よ
っ

て
際
則
的
に
と
っ
て
か
わ
ち
れ
た
己
と
で
あ
る
。
怖
繭
四
で
は

直
ち
に
共
和
国
が
創
ら
れ
た
し
、
他
白
一
凶
々
で
は
、
闘
民
代
表

が
出
来
て
、
貴
族
側
の
犠
牲
に
於
て
逐
究
穣
力
主
獲
得
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
維
新
後
も
前
と
同
じ
構
力
所
有
者

が
指
導
を
縞
け
、
そ
己
に
超
っ
た
の
は
阜
に
彼
等
相
互
聞
に
於

け
る
権
力
の
移
特
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
前
と
同
様
に
、
円
本
を

支
配
す
る
も
の
は
貴
族
で
あ
っ
た
。
帥
府
軍
制
に
君
主
制
が
代
っ

た
。
ま
た
下
級
貴
族
た
る
武
士
が
上
級
貴
族
た
る
大
名
の
地
位

に
と
っ
て
代
っ
た
。
そ
れ
の
み
か
日
本
の
武
士
は
此
の
持
団
革
の

結
果
そ
の
政
治
的
勢
力
を
愈
々
強
化
し
た
。
彼
等
は
乙
れ
ま
で

第
五
十
巻

一一一九五

事

務
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本

義
授
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所工
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手、一

地yrL
主主T白
i啓て本
ITず に

於1衿
けよ E
151食
」ト接

支賃
酉己
者
7と
る
tて

止

ま
っ
た
が
、
今
や
そ
白
支
配
は
工
業
、
商
業
、
及
び
貿
易
児
童

で
及
ぶ
に
至
っ
た
。
前
白
「
年
貢
米
L

が
貸
幣
に
代
っ
た
結
同
市

多
数
の
武
士
は
資
本

E
得
て
「
姿
本
家
」
た
り
得
る
に
到
り
、

都
曾
に
於
て
も
、
一
屠
大
取
る
勢
力
を
有
し
得
る
や
う
に
た
っ

た
。
か
く
て
貴
族
は
「
町
人
」
の
列
に
伍
し
て
町
人
宇
一
支
配
し

た
。
欧
露
巴
に
治
ら
っ
て
議
舎
が
設
立
さ
れ
た
が
、
干
の
彰
響

は
詰
る
に
足
り
左
い
。
議
曾
が
支
配
的
在
る
}
亘
書
官
官
邸
向
。
A

の

意
に
満
た
ぬ
己
と
が
あ
る
揚
合
に
は
、
議
舎
は
解
散
さ
れ
る
。

日
本
は
維
新
以
後
大
規
模
に
経
済
的
費
化
を
遂
げ
た
け
れ
ど

も
、
乙
れ
ま
た
、
外
見
上
の
一
設
に
も
拘
ら
宇
、
欧
露
巴
の
雛

型
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
経
枠
内
範
闘
で
は
敵
露
巴
化

し
て
ゐ
る
、
否
ア
メ
リ
カ
化
し
て
ゐ
る
と
日
本
人
は
考
へ
、
且

さ
う
左
る
こ
と
を
希
望
も
し
た
。

(但

L
今
日
で
は
恐

b
f
事
情
こ

れ
土
品
る
で
あ
ら
う
J

日
本
人
は
工
揚
・
一
銭
道
・
汽
舶
を
つ
〈
り

信
用
機
関
を
設
け
金
本
位
制
を
樹
て
、
軍
備
を
近
代
化
し
た
。

日
本
人
は
か
く
て
新
し
い
経
済
秩
序
を
つ
く
っ
た
で
あ
ら
う

か
。
僻
統
的
左
封
建
制
度
に
と
っ
て
代
る
新
し
い
経
済
秩
序
を

第
五
十
巻

九
六

O 

第
三
艶

れっ
た〈
σ〉て〉

はた
た D

Y で
新あ
L ら
ν、号
経、か
済、
技、決
千軒、 し

て

然
ら
十

日
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と
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入
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の
精
榊
ζ

一
そ
が
、
今
日
ま
で
日
木
園
民
全
慨
を
+
充
た
し
て
来
た
吋
ト

u
h
 

し
、
ま
た
経
済
上
の

H
常
生
活
を
規
定
し
来
っ
た
の
で
あ
る

y

b
仙

白
州

a

h

 

'
K
町一a

W
1
t
 

巴

Y
W
 

(
4
5
5
n
z
m
u
g
O
V
E
r
)
に
過

ぎ
泣
い
。
か
く
て
、
外
観
だ
け
を
見
れ
ば
日
本
は
鑓
っ
た
。
工

場
・
汽
船
・
機
闘
車
の
陣
立
上
る
燦
突
は
近
代
化
せ
る
日
本
の

象
徴
で
あ
る
が
、
然
し
内
面
的
に
は
日
本
は
昔
の
ま
L

の
日
本

左
の
で
あ
る
。

<D ~何
金言上
政官り
策;?も
を官音
成主の

就-"ま
し ょ L

た τ で
か tt 重苦
ι〉 ヂ ロ ら

主trit白

士三止の
的と於官
精iぜAL
制t干ぷの
UZE 続、

自Pt (y 済、

ち語 27
--. 玩<円巴

号泣紳、

道
L

に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
出
向
緩
っ
て
ゐ
佐
い
。

日
本
人
が
誰
で
も
強
調
す
る
泊
り
、
此
の
精
神
、
副
闘
・
「
一
岬

国
L

・
「
大
和
L

・
日
本
の
使
命
へ
の
信
仰
に
封
ず
る
絶
封
師
依

組
闘
と
天
皇
と
の
錦
忙
は
何
人
も
(
農
民
及
び
勢
働
者
ナ
b

も
)
如

何
左
る
犠
牲
も
蒋
ま
自
の
で
あ
る
。

高
田
教
授
は
記
す
、
「
武
士
道
」
は
封
建
時
代
の
一
醇
果
で
あ

サ
ム
一
ヲ
jt
・
エ
デ
ィ
タ

る
。
「
武
士
道
」
白
武
士
倫
理
、
徳
川
時
代
の
最
具
の
文
化
的
精

2) 



リ
フ
テ
hw
シ
ユ
タ
シ
ヂ

華

l
l
そ
れ
は
武
士
階
級
に
よ
っ
て
特
に
養
は
れ
た
が
.
然
し

かのを全
の足、た闘
個想L- }¥¥ 
人のたの
主典も共
義型の有
的的で JU
功たあ産
ホlる る と
1 凝|在

義化 IJ

lではグ
あ共了明

例る日H古
ヘ ロー斗の

ばと艦;革

奇この新
んたの

がでめ精
封Jttの榊
建の自的
背jl) 精己原
度利犠動
にを牲力

射
し
て
決
定
的
羽
撃
を
興
へ
た
の
は
此
の
指
導
の
下
に
於
て
で

あ
っ
た

l
と
比
較
す
る
に
、
雨
者
は
校
本
的
に
相
違
す
る
。

今
日
備
軍
人
は
日
本
に
於
て
最
も
有
力
に
し
て
且
韓
墜
あ
る
枇

脅
居
で
あ
る
。
(
支
那
ー
と
は
反
到
に
)
今
日
向
勤
持
者
は
軍
人
主
宰

倣
す
る
。
然
し
乍
ら
若
し
武
士
精
岬
が

一
般
に
認
め
ら
れ
て

ゐ
る
や
う
に
、
現
代
に
於
て
日
本
及
び
日
本
の
経
済
を
支
配
す

る
こ
と
、
二
百
年
乃
至
三
百
年
以
前
と
異
る
と
こ
わ
た
し
と
す

れ
ば
、
寅
際
K
於
て
、

H
本
は
封
建
制
度
を
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
な

い
、
と
云
み
に
仰
の
差
「
一
支
へ
も
左
い
警
で
あ
る
。
武
士
が
「
資

本
主
義
的
護
展
白
指
導
者
」
と
左
っ
た
と
云
は
れ
る
の
も
、
決

め

し
て
「
歴
史
の
皮
肉
」
で
は
た
く
、
市
平
ろ
嘗
然
で
あ
る
。
と
の

こ
と
は
武
士
の
最
も
内
面
的
忙
し
て
且
不
易
在
る
本
質
よ
り
生

じ
た
の
で
あ
る
。
工
業
化
は
日
本
の
強
大
白
た
め
に
絶
叫
剖
必
要

バ
ウ
ル
・
ナ
ル
シ
ト
日
本
に
於
け
る
低
勢
質

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
工
場
建
設
に
営
っ
て
指
導
者
た
る
乙
と

は
貴
族
の
義
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
旧
日
本
に
闘
す
る
文
献
は
殆
ん

E
凡
て
、
久
し
き
に
亙

っ
て
鎖
園
を
頼
け
来
っ
た
此
白
岡
が
も
っ
封
建
的
体
統
の
強
み

然 に を
L 封l 拙
「ハ建〈
!f.';的こ
封I-~とと
建iしに
的Zで 向
L 特 け
叉徴 ι
はづれ
寸バけて
家 lらゐ
長Eれ る
申1)主 る 。
皮(:目

的;と本
L.:J..はの

と殆粧
去 ん 済
は.e 欣
れ 君 主 態
る い が
己が直
と 、 接

は
頗
品
多
い
。
然

L
結
局
臭
る
と
こ
ろ
は
た
い
と
忠
は
れ
る
。

即
ち
、
農
業
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
絶
え
や
封
建
的
僻
就
が
指
摘

「 fさ
童Efれ
持Zで

竺ゐ
とんる

と o
家ト

空上
族さ智

とj事
の Z薮

特a?号
接7-
的?
る1タ

融iZ
oアス

L~ は
一寸

工

業

的をて怯Zる化
に有智1質t家 t亡

午 PL..'-長も

工る 除Zを制拘
業大岡ζ 強度は
化家 ユ調」ら
の族家手 L 及中
長L.. 'f;.ζTてぴ継

足 2主るゐ「済
のる」る殆生
進か臼 o ん 活
歩に本ク E の
に見園ヲ凡肢
もら家ウて汎
拘れ は ス の な
らる-， 1'.ζ 大る
F 叫ピは企諸
、谷ラ -4業屠

封ロミそのグを
起草士ウの斗J支
市1) 授 F 按7">"配
皮 は的心同5仁
主要構に瞳?亡
庚約誼於的手ゐ

汎
に
維
持
し
つ

it
農
業
園
白
性
質
主
多
分
に
保
有
し
来
っ
た

第
五
十
巻

=
一
九
七

第
三
韓

特
に

lIonjo， The social 田 d economic .history of ]apan， Kyoto 1935ーに劃する
I'l. KitaJilura白書評 (Welt.wi巾 chaftlic出品 Archiv，Bd. 46， J937 II.)を見よo
J. B. Kraus， Wirfschaft唱:esinnungund volkische-polt叫 :neGrundbed山 gung-
en als、ToraussetZllng巴n des japani:;;chen In dustrialisierungsprozesses， Welt 
wirt田 haft]iむhesATChiv， Bd. 46 (1937， II)， 49 f. 52 
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パ
ウ
ル
・
ア
ル
シ
ト
日
本
に
於
け
る
低
捗
賃

と
説
い
て
ゐ
る
。

日
本
の
経
済
秩
序
の
私
の
特
徴
づ
け
を
承
認
し
て
貰
ふ
た
め

に
は
、
と
れ
を
「
重
商
主
義
的
」
(
自
何
F
Z
E
z
o
t
)と
云
っ
た
方

が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
で
は
、
同
家
が
鰹
枠
白
指
導
者
及

び
捲
常
者
と
し
て
顕
著
に
現
は
れ
て
ゐ
る
か
ら

?
b
る
。
貨
際

最
近
に
は
日
本
内
君
主
国
家
が
以
前
山
個
々
の
貴
族
の
指
導
的

地
位
に
代
り
つ
i
h

あ
る
白
で
あ
っ
て
、
恰
弘
欧
露
巴
忙
於
て
、

「
重
商
主
義
的
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
設
営
す
る
。
然
し
乍
ら
草

商
主
義
は
封
建
制
度
目
日
曜
後
の
段
階
に
他
た
ら
左
い
。
日
本
。

最
近
の
経
消
政
策
に
於
け
る
重
商
主
義
は
対
建
的
政
策
の
終
友

を
意
味
す
る
も
の
で
は
友
〈
、
軍
ら
此
の
卦
建
的
政
策
の
強
力

な
国
家
的
指
導
に
よ
る
一
居
の
強
化
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
経
済

史
家
本
庄
教
授
の
突
の
言
葉
は
、
と
れ
な
確
詮

f
る
も
の
で
あ

る
。
日
く
、
「
卦
建
制
度
崩
壊
後
明
治
政
府
の
政
策
が
全
然
新
し

い
も
の
で
あ
っ
た
か
に
解
す
る
の
は
謬
っ
て
ゐ
る
。
」
徳
川
時
代

後
半
期
比
於
て
は
経
済
は
「
地
方
的
封
鎖
中
義
か
ら
国
民
的
経

椅
組
織
に
展
開
し
た
O
L
と
。
本
庄
教
授
は
と
れ
を
寸
封
建
的
中

央
集
槽
化
」
と
呼
ぴ
、
北
村
氏
も
又
と
れ
に
同
意
す
る
の
で
あ

第
五
十
巻

一一一九八

嬉

韓

此っ手る
D 絶 i(ーが
政針手
策主L何
』土義'"れ
維的すも
新警手亦
後察江此
明 園iの

治家7時
政 L ト代

!存のの
がそ日
引れ本
綾 に の
ぎ比経
探じ i砕
用 て 政
すゐ策
るるを

24量
るし巴
とての

左
う
た
。
「
明
治
政
府
の
経
済
的
任
務
は
、
日
本
の
工
業
的
・
商

業
的
渡
展
を
溢
室
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
己
れ
卸
ち

一
種
の
重
商
主
義
政
策
で
あ
る
よ
と
北
村
氏
は
綻
ぺ
て
ゐ
る
日

か
く
の
如
く
日
本
経
済
を
封
建
的
H
東
商
主
義
的
と
し
て
特

徴
づ
け
る
に
し
て
も
、
然
し
そ
の
此
を
以
て
日
本
が
純
粋
の
封

位
制
度
を
維
持
す
る
と
解
し
て
は
な
ら
ぬ
」
日
本
に
於
て
も
臼

山
経
桝
の
要
素
は
、
種
々
の
方
面
か
ら
侵
入
し
た
。
特
に
都
曾

に
於
て
然
り
。
市
場
経
済
に
向
は
し
め
る
一
切
の
力
が
、
種
々

の
悶
干
に
よ
っ
て
時
に
強
ぐ
時
に
弱
〈
、
作
用
し
て
ゐ
る
恒
例

へ
ば
維
新
後
二
十
年
閥
は
自
由
主
義
的
経
済
政
策
が
、
編
著
に

君主 現
つ は
たれ
。た

今が
向
口然
本し
由主主J
徹建
底的
的保
君主 守
る司自号]
「庁要
市1素
揚1苦
経よ蚕
済I再
'-，び

か 強
ら力
遠 と

い
と
と
に
つ
い
て
は
、
誰
も
一
致
し
て
ゐ
る
。
封
連
的
H

重
商

主
義
的
経
済
制
度
の
踏
壁
は
頑
と
し
亡
吃

ιし
τ
ゐ
る
の
で
あ

る。

K. Taniguchi， Strukturwandlungen des japanischen Au日 enhandelsim Laure 
des Industrialisierungsproze渇ses，Ebenda， S. :254 
倫参照、E. Kawai， Neue polit;;che Krafte des wirt:schaftlichen Aufbal1es， 
Ebendn.， S. 66 
目。njo，a. R. O. S. 18， 22 Kitamura， a. a. 0.， S. 4* f. 8) 
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=
、
日
本
の
低
持
賃
由
理
論
的
説
明
。
日
本
に
於
て
、

に
は
産
業
の
念
+
速
な
る
殺
展
が
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
他
方
に
於

て
弊
働
者
の
弊
貨
が
驚
く
べ
き
低
水
準
を
維
持
し
て
ゐ
る
こ
と

は
、
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
貨
で
あ
る
包
此
の
事
寅
は
如
何
に
淀

明
さ
る
べ
き
で
あ
る

h
a

欧
露
巴
及
ぴ
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
一
不
す
と
こ
わ
に
従
へ
ば
、

曲
目
貨
は
弊
働
D
生
産
力
に
依
存
し
、
過
去
一
由
紀
に
亙
る
技
術

の
編
著
な
る
進
歩
は
同
時
に
顕
著
な
る
枇
舎
的
進
歩
、
即
ち
弊

開立に 賃
1革欧 D

D 米三
貴 D 傍
詮持乃
に賃:~
他史 問
なは倍
ら gp の
血ち賓
の、質
で持的

あ賃上
ると 昇
が持を

働 も
此のた
の生ら
事産し
賓力た
L:士と
司ミの三要
弊平正す
賃行主る

の
生
産
力
設
に
封
し
て
、
確
乎
た
る
地
盤
を
興
へ
る
も
の
で
あ

る。
然
し
乍
ら
此
の
平
行
関
係
は
日
本
の
勢
賃
に
r

闘
し
て
は
最
平

安
歯
し
た
い
。
日
本
の
有
名
友
経
済
愚
者
高
同
教
授
が
、

一
切

の
持
賃
理
論
白
破
産
を
買
背
し
た
と
と
は
、
注
目
に
備
す
る
d

此
U
平
行
法
則
は
改
め
て
吟
味
さ
れ
ね
ば
た
ら
ね
が
、
此
の
際

看
過
し
難
い
事
賓
は
、
西
欧
諸
園
に
於
て
は
第
賃
理
論
の
展
開

.
ハ
ウ
ル
・
ア
ル

ν
ト
日
本
に
於
け
る
低
勢
賃

t; 

は
日
本
に
於
け
る
と
は
全
〈
異
な
っ
た
前
提
の
下
に
行
は
れ
た

こ
と
、
乙
れ
で
あ
る
。
如
何
な
る
弊
賃
理
論
も
、

一
定
の
経
済

制
度
冷
一
前
提
し
て
始
め
て
成
立
す
る
。
前
提
と
さ
れ
る
経
済
制

度
な
き
と
己
ろ
に
は
、
持
賃
理
論
は
最
早
受
賞
し
た
い
。
と
こ

ろ
で
弊
賃
の
生
産
力
説
が
成
立
し
た
背
旦
一
品
K
は
上
記
の
事
実
が

存
す
る
が
、
此
の
生
産
力
説
は
、
「
資
本
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
る

自
由
泣
る
市
揚
経
済
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ

て
明
か
な
る
如
〈
日
本
経
済
は
か
L

る
歴
史
的
前
提
を
依
如
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
つ
で
そ
と
に
は
生
産
力
説
安
常
の
徐
地

は
存
し
友
い
の
で
あ
る
。

一
椴
に
封
建
的
同
軍
商
主
義
的
経
済
秩
序
の
下
に
於
て
は
、

持
貨
は
身
分
的
忙
定
め
ら
れ
た
る
生
活
の
一
必
要
に
舷
宇
る
弊
賃

印
ち
生
活
必
要
持
賃
(
図
。
富
司

T
U
H
O
Z
L
Y
S
F
r
p
骨
:
E
'

ロ
mwmuF
仏
O
H
M

で
あ
り
、
下
級
身
分
の

a
m
Eゅ
臣
官
E
m
m
m何
回

口

h
y
Z
4

所
属
者
に
封
し
て
は
窮
乏
持
賃

(ZC神宮
F]UE)
に
他
友
ら
由

の
で
あ
る
。
出
来
高
排
持
賃
の
下
に
見
ら
れ
る
如
曹
枇
合
的
進

歩
は
欧
露
巴
に
於
て
も
封
建
制
度
の
下
で
は
、
軍
隊
又
は
教
脅

を
除
い
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
重
商
主
義
の
下
に
於
て
も
事

骨
五
十
巻

= 
九
九

博
三
挽

Y. Taka~a， The ba~~ruptcy _of wage theories; prolegome田 a to a power 
thω~Y of econoD1y， Kyoto University ECflnomic Revtf:~w. Kyoto， Vol. U 
(l956， IT)， p. 17 ff 



パ
ウ
ル
・
ア
ル
シ
ト
日
本
に
於
げ
る
低
勢
賃

困て情
白ヂは

訓レバー、

制:L
iiiui;;も
L.-~獲

を ら
信友
じか
、 ペコ

華内
在欧
る露
第巴
乏の
事事重
賃商
Q 主
E 呈E
E云s は
o 一寸

貧T

たい z
ので宮
でぁ c
あ ら を
弘 、 う 婦

の j ミ議
ら L

た
貧。

民闘
のち
困、

窮然
Lまら

救宇
済ん
を』主
要浦
せ足
宇に
、持

と{動
考し
へ主主

要
す
る
に
、
崎
町
賃
は
常
に
経
済
秩
序
白
函
数
で
あ
っ
た
、
日

本
白
低
持
賃
は
日
本
経
消
秩
序
の
特
異
性
の
所
産
に
他
な
ら
た

ぃ
。
日
本
粧
消
秩
序
は
、
日
本
経
済
の
技
術
的
近
代
化
に
も
拘

説ら
明す=
白、

針封
象建
』主一白と]

出， 11 

来7重
高2商
排さ主
勢手義
賃L的
にで
目提 あ
らる
れ。
、持
モ賃
れの
は生

産
力

説
D 

(
欧
米
的

L ~ 
て

持市
貸揚
の経
再済
生に
産針
費し
設 で
』まし
生手か
活Z安
必円笛
要主性
労「を
賃 b 有

に し
関貫工
L い

之
に
反

般
に

封
建
的
日
重
商
主
義
的
経
済
秩
序
l

ー
告
白
て
は
欧
露
巴
白
そ
れ

今
は
日
本
の
そ
れ

l
l
t
劃
し
て
安
営
す
る
。
此

m
理
論
の
諜

昔
日
ナ
る
搾
賃
水
準
の
同
定
は
嘗
て
は
欧
露
巴
の
事
寅
で
あ
っ
た

が
、
今
は
日
本
の
事
買
で
あ
る
。
欧
米
ぜ
支
配
す
る
の
は
出
来

高
排
弊
貨
で
あ
る
が
、
自
本
で
支
配
す
る
の
は
生
活
必
要
持
貨

で
る
る
。




